
2020年4月の活動予定 

4/2（木） 

 
 
 

4/10（金） 

 
 

4/18（土） 
 

4/23（木） 

「総会＆観察会下見」 
◆今年度の計画を話し合います 
●集合 10:00青陵中等教育学校 
●会員のみ参加 
 

 

「カタクリ観察会」 
◆カタクリを探しましょう 
●集合 9:30青陵中等教育学校バス停前 
●一般参加（定員 10名） 
 
 
◆放送部の取材があります 
●集合 10:00青陵中等教育学校事務所 

 

 

「青陵の森を味わう会」 
◆山菜等の恵みをいただきましょう 
●集合 9:30青陵中等教育学校バス停前 
●一般参加（定員 10名） 
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「
ム
ベ
」
が
あ
っ
た
。
今
回
は
場

所
を
覚
え
た
、
何
と
な
く
好
き
だ
が

あ
ま
り
見
か
け
な
い
。 

戸
川
さ
ん
が
「
吹
く
か
ら
に
秋
の

草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
山
風
を

嵐
と
い
う
ら
む
」
の
「
ム
ベ
」
か
な

と
言
っ
た
が
、
「
ム
ベ
な
る
か
な
＝

ナ
ル
ホ
ド
と
か
モ
ッ
ト
モ
だ
の
意

味
」
だ
ろ
う
、
別
に
「
ム
ベ
の
木
」

で
は
な
さ
そ
う
だ
。
（
桧
山
・
記
）

 

 

  

３
月
５
日
は
、
旧
「
芋
沢
街
道
」

を
南
吉
成
か
ら
活
牛
寺
ま
で
の
間

を
探
し
て
歩
き
、
お
寺
の
先
「
馬
頭

観
音
」
へ
行
っ
た
。 

 

「
橋
場
」
宅
で
奥
さ
ん
の
話
を
聞

い
た
。
３
軒
、
家
が
あ
り
皆
一
族
だ

そ
う
だ
。 

感
じ
で
は
、
今
の
北
中
山
の
辺
り

か
ら
の
大
地
主
の
よ
う
で
、
相
当
以

前
に
こ
の
場
所
へ
引
っ
越
し
て
き

た
そ
う
だ
。 

活
牛
寺
に
到
着
。
途
中
か
ら
旧
街

道
は
現
道
路
を
横
切
っ
た
よ
う
で

進
行
方
向
の
左
側
に
な
っ
た
。 

活
牛
寺
の
後
ろ
側
を
歩
い
て
、
漸

く
「
馬
頭
観
音
」
に
た
ど
り
着
い
た
。

か
な
り
古
そ
う
だ
。
石
に
文
字
か
絵

を
刻
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
木
村
さ
ん

の
説
明
に
よ
る
と
右
上
図
の
よ
う

な
こ
と
な
の
か
な
。（
桧
山
・
記
） 

   

「
キ
ブ
シ
」
が
咲
い
て
い
た
。
ま

だ
葉
が
出
て
い
な
い
の
で
、
花
だ
け

が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、
変
な
感
じ

だ
が
春
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
森
で

は
「
マ
ン
サ
ク
」
が
見
あ
た
ら
な
い
。 

「
カ
タ
ク
リ
」
の
出
る
所
に
向
か

う
途
中
で
、
前
回
５
日
に
見
つ
け
た

「
セ
リ
バ
オ
ウ
レ
ン
」
が
花
を
咲
か

せ
て
い
た
。
周
辺
の
草
を
刈
れ
ば
群

生
し
そ
う
だ
。
春
の
花
は
嬉
し
い
。  

 

カ
タ
ク
リ
も
葉
が
出
て
来
た
。 

色
々
と
新
芽
・
新
葉
が
出
て
き
て

い
る
。「
セ
ン
ボ
ン
ヤ
リ
」「
ヒ
ト
ツ

ボ
ク
ロ
」
な
ど
も
見
ら
れ
た
。 

良
い
天
気
に

も
恵
ま
れ
楽
し

く
散
策
が
出
来

た
。（
桧
山
・
記
） 

※
追
加
報
告
・
２
月
20
日 

青
陵
の
森
の
、
冬 

↓仏舎利塔を越えてさらに進んだところ ↓ムベの木 

↓キブシの黄色い花と、セリバオウレンの花 

「芋
沢
街
道
」を
歩
く 

大
石
原
～
権
現
森 

↓象形文字風の、馬の字を刻んでいるような石碑があった 

↑「橋場」の前の道路（白い線）が「芋沢街道」だそ
うだ。左の縦の線が高速道路で、高速を横切る道路の
右方向がケーズデンキ 

青
陵
の
森
散
策
・３
月
19
日 

春
を
感
じ
る
花
た
ち 

←ハワサビと 
ミズバショウムベの幼葉 

↓カタクリの葉。双葉なので花が咲く 


